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会社概要

会社概要

◆資本金 475億円

◆従業員数 2,376人 (H27.3.31)

◆事業データ

【高速道路事業】
営業中道路 3 453ｋｍ (H27 4 1)
利用台数
料金収入
事業中道路

【関連事業】
SA･PA数
売上高

3,453ｋｍ

282万台/日

6,053億円
102ｋｍ

304箇所

1 510

(H27.4.1)
(H25実績)
(H25実績)
(H27.4.1)

(H27.4.1)
売上高 1,510億円

( )
(H25実績)
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１．経営全般の状況
１－１ 経営状況

・当期純利益（連結）は、民営化以降黒字を確保

・累計596億円（連結）の法人税等を納付

・道路事業での利益剰余金（単体）は194億円
⇒料金収入の変動等へ備える

・関連事業での利益剰余金（単体）は207億円
⇒ ＳAＰＡ等の投資に充当する

当期純利益の推移（連結 単体） 当期純利益（連結）（億円）
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Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 H25年度

※１ Ｈ25年度は当初より計画的に、道路事業の利益剰余金（別途積立
金）を活用する緊急修繕事業を実施したため、当期純損益（単体）
▲５億円を計上

※２ 左記の利益剰余金の活用により減少

※１

△5
-20

Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 年度

※１
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１．経営全般の状況
１－２ 道路資産賃借料の支払い

民営化後８年半の累計で、3.7兆円（対計画＋約600億円）の道路資産賃借料を機構へ支払い
⇒機構債務（全国路線網）は、27.3兆円⇒21.3兆円に縮小（計画値22.3兆円）

【機構の有利子債務の推移（NEXCO3社合計）】

27 330
（兆円）

27.3 26.4 25.7 25.0 
22.4 22.3 22.3 21.9 22.5 22.3

27.3
26.4

25.5 24.8
22 0 21 9
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計画
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１．経営全般の状況
１－３ 資金調達

高速道路の新設・改築工事等に伴う資金調達を低利かつ安定的に実施
⇒ Ｈ２２年度以降は、当初計画通り政府保証によらず完全自主調達

【資金調達の推移】（億円）
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【会社事業説明会（H26.7.25）】

【国債と同等の格付けを取得】 （Ｒ＆Ｉ：AA＋、ＭＤＹ：A１、ＪＣＲ：AAA）
社債発行 金融機関借 お 低利 調達 寄与・社債発行、金融機関借入において低利の調達に寄与 ※H26年度調達金利実績0.5％

【積極的なＩＲ活動を展開】
・投資家向けの会社事業説明会（事業計画 決算等）を平成18年度以降毎年開催・投資家向けの会社事業説明会（事業計画、決算等）を平成18年度以降毎年開催
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１．経営全般の状況
１－４ 入札契約関係（発注の透明性）

新設・改築工事等の外部発注にあたっては、入札契約の透明性を確保するため、「原則、一般競
争入札の実施」などの入札方法の見直しとともに、内部・外部による監視機能を強化。

■内部監視機能の強化
・入札監視事務局による審査

○事業部門から独立した「入札監視事務局」を設置し、入札・契約結果等を審査
・250万円超の全工事を対象に361件を審査（Ｈ26年度）

■外部監視機能の強化
・入札監視委員会による審議

○各支社に弁護士、大学教授など外部有識者からなる「入札監視委員会」を設置し、年２回の審議
〇社長等に対し必要な調査等の意見具申、勧告を行えるなどの権限を付与

・支社毎に各回 委員において抽出された６～７件の入札案件を審議支社毎に各回、委員において抽出された６ ７件の入札案件を審議
・入札監視事務局から報告する入札、契約状況等を審議
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１．経営全般の状況
１－５ グループ経営の確立

高速道路の安全・信頼性等に直結する維持管理業務については、１００％出資子会社（１６社）
によるグループ協働の運営体制を構築

点検 管理等 保全作業点検・管理等

路面、橋梁、交通安全施設等を点検し、道路の異常を早期に発見

保全作業
清掃、補修、事故復旧等を行い、道路を安全で良好な状態に保持

橋梁たたき点検 情報板の点検
スイーパによる路面清掃 ポットホールの緊急措置

交通管理 料金収受
NEXCO西日本

事故処理支援・落下物除去・情報提供等により円滑な交通を確保 料金所を安全に気持ちよく通って頂き、通行料金を正確に収受

交通管理隊 道路管制センター 有人レーンでの両手収受 車両監視盤の操作

業務の更なる質的向上等の推進

グループ会社経営努力による結果利益の外部流出を抑制
⇒関連事業と区分経理し NEXCOへの配当により高速道路事業に還元

⇒グループ会社に対する「業績評価制度」を導入

6

⇒関連事業と区分経理し、NEXCOへの配当により高速道路事業に還元



１．経営全般の状況
１－６ 事業量と人員体制

高速道路の安全・安心、ネットワーク整備等に必要な事業が増大する中、人員体制を抑制しつつ
効率的に事業を実施

≪今後 課題≫事業費推移（保全＋建設） ≪今後の課題≫

・H27年度以降、事業量が2倍以上（対H18）とな

る中、限られた人員資源の中でより一層の効率

的な事業執行に努力

5,113 
5,428 

5,000 

6,000 

事業費推移（保全＋建設）（億円）

修繕費

管理業務費

特定更新費

新設・改築費

【コスト削減の取組み】

（管理費）
0

0 100 276 
1,284 

1 121

2,260 

889 937 
1,327 

1,391 
1,668 

3,138 
3,234 

2,247 
2,516 

2,276 

3,482 

2,258 2,397 

2,873 
3,184 

3,618 

2,000 

3,000 

4,000 維持修繕費

・2003年12月22日政府・与党申し合わせを踏

まえ、民営化までに3割の管理コストを削減

・民営化以降も新技術による作業の効率化、発

注規模の大型化による経費節減等 管理費縮

546 571 514 539 640 664 700 706 656 666 670 

399 420 428 419 424 439 442 454 466 470 471 172 240 211 263 304 355 403 632 826 736 775 

0 0 0 0 
0 0 0 

0 1,128 
,

1,121 889 

0 

1,000 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

注規模の大型化による経費節減等、管理費縮

減の取組みを継続

（人件費）

・民営化以降 賞与の削減 定期昇給の廃止
2,598 2,568

2 559 2,464 2 394 2 322 2 298 2 352 2,376

2,500

3,000

社員数推移（人）

民営化以降、賞与の削減 、定期昇給の廃止、

役職定年制度の導入を実施

2,559 2,394 2,322 2,298 2,352 ,

500

1,000

1,500

2,000

ほぼ横這い（微減） 1人当たり事業量
H18：約0.9億
H27：約2.2億
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２．高速道路事業の取組状況
２－１ 高速道路ネットワークの整備

民営化後19区間222ｋｍを新規開通
⇒協定に対し、平均8ケ月の前倒し開通、▲18％、1,150億円のコスト削減を実現

【開通箇所の延長及び工期短縮期間】【民営化後の開通箇所】

新規供用・４車線化

追加ＩＣ・JCT、スマートＩＣ

【開通箇所の延長及び工期短縮期間】【民営化後の開通箇所】

道路名 開通年月日 工期短縮期間 開通延長(㎞)

1 東九州道 北九州JCT ～ 苅田北九州空港IC H18.2.26 協定どおり 8.2
2 山陰道 宍道JCT ～ 斐川IC H18.11.25 1ヵ月短縮 4.6
3 阪和道 みなべIC ～ 南紀田辺IC H19.11.11 4.6ヵ月短縮 5.8
4 第二京阪道路 阪神高速接続部 ～ 巨椋池IC H20 1 19 0 3ヵ月短縮 0 9

区間名

4 第二京阪道路 阪神高速接続部 ～ 巨椋池IC H20.1.19 0.3ヵ月短縮 0.9
5 新名神 甲賀土山IC ～ 草津田上IC H20.2.23 13.3ヵ月短縮 28.0
6 東九州道 津久見IC ～ 佐伯IC H20.6.28 3ヵ月短縮 13.0
7 山陰道 斐川IC ～ 出雲IC H21.11.28 4ヵ月短縮 13.6
8 第二京阪道路 枚方東IC ～ 門真JCT H22.3.20 0.3ヵ月短縮 16.9
9 佐世保道路 佐世保みなとIC ～ 佐世保中央IC H22.3.20 0.3ヵ月短縮 2.9
10 東九州道 高鍋IC ～ 西都IC H22.7.17 9.5ヵ月短縮 12.1
11 東九州道 門川IC ～ 日向IC H22.12.4 4ヵ月短縮 13.9
12 舞鶴若狭道 小浜西IC ～ 小浜IC H23.7.16 8.5ヶ月短縮 11.3
13 東九州道 都農IC ～ 高鍋IC H24.12.22 3.3ヵ月短縮 12.9
14 京都縦貫道 沓掛IC ～ 大山崎JCT H25.4.21 0.6ヶ月遅延 9.8
15 東九州道 日向IC ～ 都農IC H26.3.16 12.5ヶ月短縮 20.0
16 東九州道 苅田北九州空港IC ～ 行橋IC H26.3.23 12.3ヶ月短縮 8.6
17 東九州道 行橋IC ～ みやこ豊津IC H26 12 13 3 6ヵ月短縮 7 4

億円

7000 億円

約18％削減【建設コストの削減】

17 東九州道 行橋IC ～ みやこ豊津IC H26.12.13 3.6ヵ月短縮 7.4
18 東九州道 豊前IC ～ 宇佐IC H27.3.1 25ヶ月短縮 21.1
19 徳島道 鳴門JCT ～ 徳島IC H27.3.14 0.5ヵ月短縮 10.9

約8か月短縮(平均) 221.9㎞

6429 億円
5280 億円

2000 億円

3000 億円

4000 億円

5000 億円

6000 億円

※H27.3までに事業完
了した区間の債務引受
限度額を対象に集計 ≪今後の課題≫

・労務費・資機材費の上昇が懸念されるため

8

0 億円

1000 億円

協定限度額 完成引渡額

労務費 資機材費の上昇が懸念されるため、
事業費管理に努める。



２．高速道路事業の取組状況
２－２ 新名神の全線開通に向けた取組み

新名神高槻～神戸間について、協定を2年前倒しＨ28年度末の完成に向け努力
⇒早期ダブルネットワーク化と近畿圏の高速道路ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸの1つである中国道宝塚西ﾄﾝﾈﾙ付

近などの抜本的な渋滞解消策を図る

資機材・労働力不足の中で早期開通を目指す工夫
【施工事例①：急速施工のためのプレキャスト工法】

【ＩＣ区間別渋滞ワースト１０区間(H26年)】 （Ｈ27.5.1国交省記者発表）

○全国の渋滞ワースト10区間に新名神と並行する２区間が該当

順位
渋滞

都道府県 路線名 方向 区間名※順位
渋滞

損失時間
都道府県 路線名 方向 区間名

1 134 神奈川・東京 東名 上 横浜町田～海老名ＪＣＴ
2 109 神奈川 東名 上 厚木～秦野松井
3 105 神奈川・東京 東名 下 横浜町田～海老名ＪＣＴ
4 91 兵庫 中国道 上 宝塚～西宮山口ＪＣＴ
5 85 東京 中央道 上 高井戸～調布

東京 神奈 東名 東京 東名 崎

※

6 82 東京・神奈川 東名 上 東京～東名川崎
7 80 愛知 東名 下 豊川～音羽蒲郡
8 77 大阪・兵庫 中国道 下 中国池田～宝塚
9 73 三重 東名阪 上 鈴鹿～亀山ＪＣＴ
10 72 神奈川・東京 東名 下 大井松田～御殿場

※混雑により余計にかかる時間（単位：万人・時間/年）

【施工事例②：宝塚地区のベルトコンベアと重ダンプによる施工H30年度末⇒H28年度末努力目標
H28年度末

8位：中国池田～宝塚（下り）

4位：宝塚～西宮山口ＪＣＴ（上り）

宝塚西ﾄﾝﾈﾙ
宝塚東ﾄﾝﾈﾙ

H35年度末H35年度末

9※建設中のJCT・IC名称は仮称

H35年度末H35年度末



２．高速道路事業の取組状況
２－３ 交通機能の確保（異常降雨）

近年、短時間異常降雨の増加により、災害通行止めリスクの高まり
⇒ NEXCO・グループ会社が同一拠点事務所で24時間365日の体制を構築し、機動的な道路管理

を行うことにより、通行止め時間量を減少

■グループ一体での災害復旧事例
・被災後直ちにNEXCOグループ一体となって応急復旧作業に着手

災害・異常気象に対する取組み

○短時間異常降雨の日数が増加する中、災害通行止め時間量は減少

17,311
18,330 17

6 16
18 

18 000
20,000 

災害通行止め時間量と時間雨量50㎜以上の観測日数

被災後直ちにNEXCOグル プ 体となって応急復旧作業に着手

（㎞・ｈ） （日数）

17,311

8 099

14

9
10 11

14
13

16
15

10 
12 
14 
16 

10,000 
12,000 
14,000 
16,000 
18,000 

作業状況
通行止め時間量の減少

崩落状況

異常降雨日数の増加

7,146

1,479

5,986

8,099

5,784
4,859

3,532

2 
4 
6 
8 

2,000 
4,000 
6,000 
8,000 

,
作業状況

■事前の備え取組み事例
・台風シーズンに備え、必要車両を弾力的に配置

崩落状況

0 0 

※九州地区の雪氷車両（前方散水
車両）を台風シーズンには沖縄
へ配置

時間雨量50㎜以上の観測日数
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時間 観測 数
（西日本地域のアメダス観測局23地点）

災害通行止め時間量



２．高速道路事業の取組状況
２－４ 交通機能の確保（降雪）

少雪地域における新たな取組み

四国・九州など雪に不慣れな少雪地域は、通行止めが発生しやすい
⇒冬用タイヤ規制の導入等の新たな取組みにより、通行止め時間量を減少

4.0 250 
雪通行止時間量と降雪日当り降雪量（千㎞･ｈ) （㎝/日）

少雪地域における新たな取組み

○降雪量が若干増加する中、雪通行止め時間量は減少
■大分自動車道（Ｈ24.12～）等に冬用タイヤ規制の導入

・タイヤチェック、交通規制体制の構築等により、公安委員会協議を重ね実現

174
1.8 2.4 

2.8 

2.0 1.5 

0.9 

1.6 

3.1 

2.0 

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

150 

200 

降雪量の増加

33

67

35

76

-4.0 

-3.0 

-2.0 

-1.0 

50 

100 通行止め時間量の減少

10
33 23 25 17

-6.0 

-5.0 

0 
Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

四国 九州 四国・九州計 降雪日当り降雪量

タイヤチェック作業状況

■少雪時における効果的な除雪方法の導入
・高圧散水による散らし除雪 融雪により 早期の通行止めを回避

※車両装備の改良
散水車の前面部に高圧
散水装置を取付け

・高圧散水による散らし除雪、融雪により、早期の通行止めを回避

11

散水装置を取付け

散水による除雪、融雪



２．高速道路事業の取組状況
２－５ 地域交通確保への支援

近年頻発する一般道路等の被災に対する高速道路無料通行措置の要請
⇒適確、迅速に対応し、地域交通の早期確保、復旧支援等に寄与

高速道路無料通行措置の実施実績（民営化以降）

道路目 区間 開始日 措置時間
措置台数

原因

高速道路無料通行措置の実施実績（民営化以降）

■一般道路迂回路としての無料措置 ⇒計7回 延べ約4,600時間 ※民営化以前の10年間（Ｈ7.10～Ｈ17.10）では３回実施

道路目 区間 開始日 措置時間
（千台）

原因

1 隼人道路
加治木～隼人西
加治木～隼人東

H18.7.26 40.5時間 33  国道10号 加治木町日木山の法面崩壊の恐れ

2 中国自動車道
山口～防府西 H21 7 26 1 005時間 353 国道262号 防府市勝坂での大雨による土砂災害発生2

山陽自動車道
山口 防府西 H21.7.26 1,005時間 353 国道262号 防府市勝坂での大雨による土砂災害発生

3 米子自動車道 蒜山～江府 H23.2.10 696時間 15 国道482号 大雪による通行止め

4 京滋バイパス 笠取～宇治東 H24.8.16 1,111時間 18 京都府道 平成２４年８月京都府南部豪雨による災害

5 米子自動車道 蒜山～江府 H25.7.18 504時間 11 国道482号 集中豪雨による土砂崩れ

6 高知道・徳島道
井川池田～大豊 H26.8.6 168時間 1

国道32号 平成26年台風12号による地滑りの恐れ
新宮～大豊 6

舞若道 春 福知 時 道7 舞若道 春日～福知山 H26.8.26 1,098時間 201 国道175号 平成26年8月豪雨

■災害従事車両の無料措置 ⇒計20回 延べ1,344日間

12



２．高速道路事業の取組状況
２－６ グループ協働体制による業務効率化

民営化前は、維持管理業務を業務種類ごとに契約
⇒現場を担うグループ社員が業際を超えて適確、迅速に現地対応

【事例：交通パトロール時の簡易な舗装補修】 【事例：不動産管理点検時の排水溝清掃】

■交通管理隊員の簡易な補修技術の訓練、習得
・パトロール中に発見された小規模な舗装損傷等を

■不動産管理点検員の清掃道具等の装備
・現地巡回中に発見された排水溝の通水阻害等を・パトロール中に発見された小規模な舗装損傷等を

作業員手配を待たず応急補修
・現地巡回中に発見された排水溝の通水阻害等を

適確に清掃除去（のり面損傷等に対する抑制効果）

補修前 （不法占用、境界杭等の不動産管理巡回）

補修後

清掃後

補修状況

清掃前 清掃後清掃状況

13



２．高速道路事業の取組状況
２－７ メンテナンスサイクルの確立

加速する老朽化への対応として、点検から補修までのメンテナンスサイクルをより確実に実施
⇒実施体制強化、データベースの体系化により「保全事業システム」として確立し、推進

≪点検 診断 補修 記録に至る 連のメンテナンスサイクル≫
保全事業システムの確立・推進

■実施体制の強化

≪点検、診断、補修、記録に至る一連のメンテナンスサイクル≫

○グループ協働体制により点検員を増員（H23：537名⇒H27：793名 256名増員）
・PC橋梁のグラウト点検については専門チームを編成

○点検から補修計画立案等を専属的に所掌する組織を新たに設置
○人材育成・教育 （点検品質、診断能力の向上、業種を超えた連携）○人材育成 教育 （点検品質、診断能力の向上、業種を超えた連携）

・グループ合同の研修会開催
・体験型研修が可能な茨木技術研修センター開設（H27.6予定）

■確実性、効率性を目指した、データベースの体系化

○点検計画から補修に至るデータや地図、図面、画像データなどを一体的なデータ
ベ と 構築ベースとして再構築
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２．高速道路事業の取組状況
２－８ 道路構造物の総点検

笹子TN天井板落下事故を契機に、道路構造物・付属物を対象とした「総点検」をH25年度より実施中
⇒ 近接目視による点検を着実に推進しており、進捗率は概ね60%以上

保全事業システム推進５箇年計画

■近接目視点検を５年以内（H25～H29）に実施
・特に、第三者等被害※の恐れのある箇所については優先的に実施中

※ 劣化・損傷等による道路構造物・付属物の落下片等により、高速道路走行車や交差道路の走行車両、通行人等に及ぼす被害

特 、第 者等被害 恐 ある箇所 優先 実施中

■点検実施とともに、落下被害等が懸念される道路付属物等については順次速やかに安全対策を実施

総点検の進捗状況

100%

90%
100%

トンネル 総点検進捗状況

実績 計画

100%

90%
100%

橋梁 総点検進捗状況

実績 計画

67%

50%
60%
70%
80%
90% 実績 計画

65%

50%
60%
70%
80%
90% 実績 計画

29%

67%29%

0%
10%
20%
30%
40%

23%

64%23%

0%
10%
20%
30%
40%
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２．高速道路事業の取組状況
２－９ 道路構造物の補修

○舗装補修○舗装補修

高速道路本体構造物の老朽化等による劣化が顕在化
⇒ 適切に補修を実施し、道路構造物の健全性を確実に維持（一定の水準を確保）

○橋梁補修○橋梁補修○舗装補修○舗装補修 ○橋梁補修○橋梁補修

施工前 施工後施工中施工後

93.0 91.0 92.0 93.0

85 0

90.0

95.0

100.0

150

175

200

％億円（税抜） 橋梁補修費及び舗装保全率の年度推移

舗装保全率

橋梁保全率

一定の水準を確保

定の水準を確保

103 110 100
125 65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

50

75

100

125

橋梁保全率一定の水準を確保

35
59 57 61

103 100

50.0

55.0

60.0

0

25

50

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

橋梁補修費 道路構造物保全率（橋梁）

舗装保全率 早期に補修を必要としな 舗装路面 車線延長比率 橋梁保全率 早期に補修を必要としな 健全な橋梁数 割合舗装保全率 ： 早期に補修を必要としない舗装路面の車線延長比率 橋梁保全率 ： 早期に補修を必要としない健全な橋梁数の割合

16



２．高速道路事業の取組状況
２－10 大規模更新・修繕工事の着手

経過年数の増加、厳しい使用環境により老朽化が進展
⇒NEXCO３社合同の有識者委員会により、大規模更新工事等の着手に向け必要な検討を実施

【大規模更新・大規模修繕が必要となる要因】
■「高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関する技術検討

委員会」 ／ＮＥＸＣＯ３社 （Ｈ24.11.7設置）

・本体構造物の現状について、各種データから変状の要因を

分析するとともに経年的な劣化の見通しを予測

【最終報告 Ｈ26.1.22】

凍結防止剤の散布 短時間異常降雨の増加

分析するとともに経年的な劣化の見通しを予測

・上記の結果をもとに現時点で大規模な更新や修繕の対策

の実施が必要と判断した対象構造物の整理と対策方法をと

突出した引張材

りまとめ

【事業許可 Ｈ27 3 25】
旧規格グランドアンカーの劣化

特定更新事業について事業許可

⇒ Ｈ２７年度から計画的に実施

【事業許可 Ｈ27.3.25】
大型車交通の増加
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⇒ Ｈ２７年度から計画的に実施



２．高速道路事業の取組状況
２－11 重量超過等車両の取締強化

重量超過等車両は、高速道路の構造物の劣化に多大な影響を与え、重大な事故に繋がる恐れ

⇒専門の部隊を組織し、当該違反車両の指導取締りを料金所入口等で実施

⇒反復違反者等に対する「講習会」の開催や「大口 多頻度割引」の割引停止措置等の実施⇒反復違反者等に対する「講習会」の開催や「大口・多頻度割引」の割引停止措置等の実施

重量超過等車両の取締りの強化

①取締り場所や時間帯の工夫により検問台数の増加 [Ｈ18：6,147台 ⇒ Ｈ26：8,096台]

②他の道路管理者や警察等と連携した取締りを定期的に実施 [Ｈ18：1,229回 ⇒ Ｈ26：1,801回]

③悪質違反車に対する厳格な措置命令（積荷の軽減等）、警察への告発 [Ｈ27年度～]

④今後の更なる強化策として、
自動計測装置等を活用した違反者への指導警告を実施していく予定

講習会による指導重量測定 車幅測定 警察等との合同取締り講習会による指導重量測定 車幅測定 警察等との合同取締り
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２．高速道路事業の取組状況
２－12 技術開発の推進

■デジタルカメラによる点検技術（開発完了）

高速道路の信頼性の向上のため、更なる技術の高度化や新技術の開発を推進

■トンネル覆工点検システム（開発完了）

◆点検状況写真

点検の効率化、客観的データの取得による信頼性の向上
① ひび割れ幅0 2㎜以上のひび割れを自動検出

◆ひび割れ自動抽出結果
（赤外線ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗでトンネル状況を撮影）

◆点検状況写真

点検の効率化、精度向上により、早期に対策を実施し安全性を向上
① ラインセンサカメラによる撮影可能速度の向上（100km/h以下）

◆点検車両

① ひび割れ幅0.2㎜以上のひび割れを自動検出
② 点検員の技能差に左右されない客観的なデータで診断が可能
③ 健全な状態も画像データで記録

■無線センサを活用した斜面災害検知技術（開発完了）

① ラインセンサカメラによる撮影可能速度の向上（100km/h以下）
② ひび割れ幅0.2㎜の自動検出および展開図の自動作成
③ ひび割れ形状からはく落危険箇所を予見し、早期に対策を実施

画像データの経時変化から劣化を予測する技術に着手 無線センサを活用した斜面災害検知技術（開発完了）

事務所等
（サーバー）

常時監視

計測器の例■画像を使ったモニタリング技術（実施中）

過去のデータ過去のデータ 現在のデータ現在のデータ 変化を抽出変化を抽出

基地局

計測器
（変位計等）

無線

斜面監視により 変状を的確に捉え 通行規制により安全性を向上◆画像モニタリングシステム

19

斜面監視により、変状を的確に捉え、通行規制により安全性を向上
① 計測値をリアルタイムで観測可能
② 計測器がネットワークで連携し、データ欠損がなく、信頼性が向上
③ 様々な計測値（地下水位、地表面変位等）を同時に無線で送信可能

将来の変状予測により、適時対策を実施し安全性を向上
① ひび割れなどの進展を自動検出
② コンクリートだけでなく，道路附属物等の変状抽出にも応用可能

◆画像モニタリングシステム



２．高速道路事業の取組状況
２－13 多様で弾力的な料金割引

周遊割引や早期開通割引の継続的実施
⇒ 訪日外国人向けドライブ旅行企画など新たな取組みを展開

早期開通割引
年度

周遊割引
合計 他の料金施策等

■ 最近の主な取組み例（周遊割引）

≪国内向け≫ ≪訪日外国人向け≫

■ 実施件数推移

○無料化社会実験等の期間を除き、継続的に実施中

実施回数 利用件数 実施回数

H18年度 0 - 0 0
　・ＥＴＣ時間帯割引の導入

H19年度 2 804 2 4

H20年度 5 14 844 1 6

年度 合計 他の料金施策等

H20年度 5 14,844 1 6 　　　　・緊急経済対策の導入

H21年度 0 - 1 1
　　　　　太線：休日特別割引
　　　　　　  1 ,000円上限割引

H22年度 0 - 0 0
　
　　　　・無料化社会実験の実施

H23年度 0 - 0 0

H24年度 6 1,573 1 7

H25年度 4 6,138 1 5
新しい料金水準の導入

『瀬戸内周遊ドライブパス2015』
（Ｈ27.3.20～Ｈ27.6.30）

『Kyushu Expressway Pass』
（Ｈ26.10.1～Ｈ26.12.26）

瀬戸内エリアのイベント等への
誘客促進を目指したドライブ旅

【西日本初】九州への訪日外
国人向けドライブ旅行企画とし

H26年度 6 21,536 2 8
　　　・新しい料金水準の導入

　　　　・消費税8%導入・料金見直し

合計 23 44,895 8 31

行企画として、瀬戸内７県・瀬
戸内ブランド推進連合と共同
で実施。

申込件数：3 397件（4/26現在）

て、九州7県3政令都市・九州
運輸局・九州観光推進機構と
共同で実施。

申込件数：2 206件
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申込件数：3,397件（4/26現在） 申込件数：2,206件



２．高速道路事業の取組状況
２－14 道路管理コスト（計画管理費）の推移

56億円

老朽化の進展による点検強化・補修増、物価上昇等により、計画額（協定）に対し実績額が近年増加

計画管理費の計画・実績推移

395 401 397 382
1351 1390 1322 1340

1466
1511 1546 1549

1389 1383 1381 1410 1477 1452 1481 14931400

1600

○ H25年度計画管理費の主な増加要因とな て

404 425 434 423
429 444 447 459

398 392 371 376
395

800

1000

1200

億
円
（税

○ H25年度計画管理費の主な増加要因となって

いる維持修繕費の内容

 老朽化進展対応

点検強化、舗装・橋梁等の補修費の増

549 573 517 541 642 666 702 708

404 425 434 423

400

600

税
抜
）

 リスク回避対応

法面排水溝等の通水阻害物除去・清掃強化

倒木リスク抑制のため樹木伐採

 気象要因による影響549 573 517 541

0

200

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

維持修繕費 管理業務費 般管理費 計画額（協定）

 気象要因による影響

雪氷対策費の増

 物価動向等の影響

労務費、材料費、電気料金の上昇

維持修繕費 管理業務費 一般管理費 計画額（協定）
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３．関連事業の取組状況
３－１ ＳＡ・ＰＡのサービスの充実

「お客さま満足施設」への変革
⇒SAPA売上高（飲食物販）が10～20％増に
⇒標準化サービスを提供のPA店舗（モテナス）を53店舗展開
⇒シャワーステーション8箇所・ウェルカムゲート65箇所を整備

コンビニやカフェなどの整備 レストランのフ ドコ ト化 お土産売場の増床

■多様で良質なサービスの展開により飲食物の販売上が向上

コンビニやカフェなどの整備、レストランのフードコート化、お土産売場の増床
年間総売上額 H18年度860億円 → H25年度1,026億円［約19％増］

H26年度 962億円［約12％増］

■標準化したサービスを提供するPA店舗「モテナス」を展開

店舗の賑わいの様子（大分自動車道 山田SA上り）

■標準化したサ スを提供するPA店舗 モテナス」を展開

PAの小規模店舗のサービスレベル底上げを目的に、ビジネスドライバー等の日常的にPAを
ご利用になられるお客さまを主ターゲットにした標準化メニューを中心にご当地メニューなど
も提供する「モテナス」ブランド店舗を展開

H24 3からグル プ運営店舗全５３店を対象に整備を進め 共通メ などのサ ビ

■シャワーステーション・ウェルカムゲートの整備

H24.3からグループ運営店舗全５３店を対象に整備を進め、共通メニューなどのサービ
ス内容は全店、店舗の統一デザイン化は23店に展開 モテナス（九州自動車道 玉名PA下り）

長距離ドライバーのニーズに対応してシャワーステーション8箇所、SA周辺住民の外部からの
ご利用を迎えるウェルカムゲートを65箇所設置 ⇒ 必要と想定した箇所への設置は完了

SAPAに対するお客さま意見数の、「お褒め」が10％ポイント上昇
（H18年度 36％ H26年度46％）（H18年度 36％ → H26年度46％）

シャワーステーション（山陽自動車道 淡河ＰＡ上り）
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３．関連事業の取組状況
３－２ 快適なトイレ空間の創出

快適で使いやすいトイレ整備を推進中

■暖房・洗浄便座の整備

洋式便器の便座を暖房・洗浄便座に変更
暖かさ・清潔感の向上
≪整備率： 17％ ⇒ 98％に改善≫

男子：296箇所 女子：303箇所

■温水対応自動水栓の整備

男子：296箇所、女子：303箇所
※便座数では、整備率約60％でさらなる改修投資が必要

トイレ内の洗面所の半数程度を、
温水対応の自動水栓へ整備
≪整備率： 10％ ⇒ 62％に改善≫

男子 192箇所 女子 194箇所

■バリアフリーへの対応

男子：192箇所、女子：194箇所

トイレ内の段差解消
≪整備率： 47％ ⇒ 76％に改善≫

男子・女子：220箇所
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※≪整備率：民営化時点⇒現在≫

段差解消段差解消



３．関連事業の取組状況
３－３ 地域活性化への貢献（ＳＡ・ＰＡの地域への開放）

SA・PAを地域へ開放することで、地域特産品の流通を拡大
⇒地元主体の地域活性化イベントへの場所の提供
⇒テナントと協働した地域物産展の開催⇒テナントと協働した地域物産展の開催

■地域活性化イベントへの場所の提供

自治体等が主体となり、観光情報発信や特産品、

＜実施例＞
就労継続支援事務所「やきものの里」による“やきもの（有田焼）”の試行販売及び施
設パンフレット配布（PR）状況（長崎自動車道 金立SA上り）

郷土料理等の試行販売等の会場として敷地を貸出
し（H25.12に制度化）
（118件・延べ762日実施 H26.2～H27.3実績）

■テナント協働による地域物産展の開催

＜実施例＞

■テナント協働による地域物産展の開催

テナントとの協働により、地域の埋もれた商材を発
掘し試行販売することで、お客さまの楽しみ増と幅
広く知ってもらう機会を創出

＜実施例＞
商工会及び観光協会へ連携をはたらきかけ、「世羅町物産展」を開催した結果、お
客さまや商工会からも好評を得た（山陽自動車道 福山SA上り）

（60エリア 1,414回実施 H26.4～H27.3実績）

上記の取組み結果により、42品が定番商品化した

瀬戸内プリ
【商品例】
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瀬戸内プリン レモスコ
【商品例】



３．関連事業の取組状況
３－４ 地域活性化への貢献（観光交流）

広域連携のネットワーカーとして観光交流の拡大に寄与

⇒観光誘致活動を広域展開する新たなツールを地方公共団体等に提供

■ドライブ・ラリーの企画、実施

地方公共団体等の広域観光誘致活動
の支援策として 観光施設に設置したカー

H24年度
古代ドライブラリー
やまとごころ周遊記

H25年度
古きよき日本をめぐる

ドライブラリー
やまとごころ周遊記

H26年度
お国じまん
カードラリー

H27年度
お国じまん

カードラリー2015

○参加府県数は年々増加し、H２７年度は西日本のほぼ全域まで拡大

の支援策として、観光施設に設置したカ
ドを収集しながら周遊観光を楽しむラリー
企画をH24年度から実施。
観光誘致キャンペーンを広域展開できる

手法として好評

やまとごころ周遊記

参加府県数 9 10 19 22
ｶｰﾄﾞｽﾎﾟｯﾄ数 43 45 118 137

世界遺産登録を目指す「明治日本の産業革命遺産 の6スポ トを含

手法として好評。

＜実施例(H 27年度)＞お国じまんカードラリー2015

世界遺産登録を目指す「明治日本の産業革命遺産」の6スポットを含
む周遊観光ルートを盛り込むなど、地域ごとに多彩なテーマのコースを
設定

＜参考（H26年度実績）＞お国じまんカードラリー＜参考（H26年度実績）＞お国じまんカ ドラリ
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３．関連事業の取組状況
３－５ ガソリンスタンド（GS)の持続的運営

ＧＳ経営環境の悪化に伴い、当社管内では民営化後11箇所※１が運営撤退

【内、ＧＳ間隔が100km以内：4箇所】 ⇒ガソリン缶の販売（4箇所）

【内 ＧＳ間隔が100k 超過 7箇所】【内、ＧＳ間隔が100km超過：7箇所】
⇒フリート系SS事業者※２や地域の中小事業者を誘致し運営再開（5箇所）
⇒高速道路外ＧＳサービス社会実験の開始（2箇所）

※１ 上下線を各々カウント

≪高速道道路外ＧＳサービス社会実験≫

高速道路を途中流出して IC近傍の指定GSで給油後 同 IC

※１ 上下線を各々カウント
※２ 物流事業者等を対象に専用カードの掛払を主としたサービスステーション（SS）を広域チェーン展開する事業者

高速道路を途中流出して、IC近傍の指定GSで給油後、同一IC
から再流入して走行された場合、本来目的ICまで降りずに走行し
た場合と同一料金とし、運用面の課題やお客さまの評価を確認
するもの

○適用条件等

○実験期間、実験箇所

・ H27.4.20～H28.4.19（1年間）

・ 中国自動車道 吉和IC及び六日市IC
【社会実験実施箇所】

○適用条件等

・ ＥＴＣ車限定（現金車は対象外）

・ 指定ＧＳを利用（給油時にETCカードを確認）

・ ＩＣを降りてから１時間以内に再流入

・ 進行方向と同一方向への再走行のみ・ 進行方向と同 方向への再走行のみ

26



３．関連事業の取組状況
３－６ 海外事業の取組み（米国での橋梁点検業務参入）

米国において橋梁点検業務に参入し、先端技術の調査やニーズ把握を通じて保有技術の向上を
図るとともに、海外での収益事業化も目指す。

■主な取組み■主な取組み
○NEXCO-West USA, Inc. を2011年1月に設立
○赤外線カメラの画像を高度に解析する独自の非破壊点検技術※により、これまで６件の橋梁点検業務を受注

（オハイオ州他５州）
更なる受注増を目指し 米国大学との共同研究等による標準技術化に向けた活動を展開⇒更なる受注増を目指し、米国大学との共同研究等による標準技術化に向けた活動を展開

※ グループ会社[西日本高速道路エンジニアリング四国㈱]が開発

赤外線カメラ

写真 赤外線カメラ撮影の熱画像
赤外線カメラを搭載して

コンクリート舗装路面を撮影
独自の画像処理技術により、

写真 赤外線カメラ撮影の熱画像
（一般的な画像）

コンクリート舗装路面を撮影
損傷個所を検知しクローズアップ
（欠陥の程度を3段階表示）

⇒

≪参考≫
日経コンストラクションでの記事紹介（2014 8 25 「特集 維持・補修2014 インフラ市場異種争奪戦」 ～米国の床板検査ロボット 日本企業も参加へ～）
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日経コンストラクションでの記事紹介（2014.8.25 「特集 維持 補修2014 インフラ市場異種争奪戦」 米国の床板検査ロボット 日本企業も参加へ ）

→上記グループ会社開発の点検技術を米国検査ロボットへの組込みを目指すNEXCO-West USAの活動について紹介



４．その他
４－１ 暫定２車線区間の課題

暫定2車線区間については、以下の問題が発生
①災害等被害発生時の車線通行確保が困難 ③工事による通行止めが発生
②対向車線への飛び出し事故等の重大事故の発生 ④大雪時における通行帯確保が困難

【暫定２車線区間一覧】

暫定２車線区間延長：976.8㎞※

（西日本管内延長の28％）
※４車線化事業中（既供用） 96㎞及び

暫定２車線事業中（未供用） 23㎞を含む

【暫定２車線区間での事故事例： 正面衝突】
普通貨物車がセンターラインをはみ出し、観光バスに衝突
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